
第8巻　第11号

　　　　　　　　4r”（Ni－Nノ）（N，－1＞ノ）cosγ
　　　　　72ω＝－
　　　　　　　　　　　1）（N一N・）

となる．ラップに接触する部分における滑り速度の和は

図の縦線に示す如くであり，工作物の中央部分において

小さく，左右端において大きくなる。

　この滑りが最も小さくなるのは，

　　　　2V一ハμ＝一（N，－Nノ）　　　　　　　　（8）

すなわち

　　　　茄＝一ノV1＋21＞／　　　　　　　　　　（8）ノ

のときであり，中央において零となる．　このときのV、。

は

　　　　％－2π㌦cosγ（N一1＞ノ）

である．

　　　　　　　　2兀r（N－n）

第8図丸棒に加わる合成滑り速度の求め方
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　A点における合成滑り速度を求めるには次のようにす

ればよい．第8図に示すようにA点において工作物軸に

垂直な方向の滑り速度のうちrに無関係のものは，V1，2

－v、、であり，軸方向の滑り速度は2π㌦sinγ（N－Nt）

である．これに回転すろべ〃トル2πr（2＞－n）の工作物

軸に垂直な方向および軸方向の成分がそれぞれ加わるこ

とになる．滑り速度はAを起点としてA”円上に終る

方向と大きさ》を有している．

以上のように平面ラヅプ盤により丸棒をラヅピソグす

るときの運動を解析すろことができ，（8）式に近い条件

において最適のところがあると思われるが，これ以上の

結果を求めるにはどうしても実験が必要である．この方

面の実験結果，または作業データを持ち合わされる方は

ご教示願えれば幸甚である．終に第5図の写真を貸与せ

られ，かつ転載を許可された津上研蔵氏に深謝する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　紙　　写　　真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表面　波　放　射　器

　この放射器は導波管より歯形平面上に電磁波を導びき，ここで起る放射を利用したものである．水平面内の指向

特性を改善するためrcは歯形平面の幅を広くし，波頭の調整をして平面上の電波を平面波の状態にさせる必要があ

る．このために導波管と歯形導体平面との間の部分では深さをかえた溝を切ってある・平面の先端では溝の深さを

順次に浅くしてあるが，このようにすれば平面上を伝ぱんする電波を能率よく自由空間中に放射させることができ

る．この放射器は形状，特性等の点で多くの特長を持っているため，こられを生かせばかなり広く利用できるもの
と思われる．

　　　　　　　次　号　予　告

　　　　　　　　　（12月号）
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